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同化とその方向性
小 野 浩 司





















⑴ a. sin + te→sinde （「死んで」） sin + ta→sinda （「死んだ」）
b. kam + te→kande （「噛んで」） kam + ta→kanda （「噛んだ」）
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同化は PVだけではない。調音点同化（Place Assimilation）（以下 PA）というものもある。（1a）で
はたまたま nと t の調音点が同じなので調音同化の様子がわからないが、（1b）の kam+te→kande を見
れば、d（もとは t）の調音点がmに拡張（すなわち同化）してm→nになったことは明らかである。こ




















PAを先に見る。また、扱うデータは⑴に示した動詞の連用形に te または ta が付いたものである（kam









は ka.tV.ta, ko.nV.do と表記されなければならならない。この中のVは実際上の音を伴わない silent な母













音であり、このような母音を仮定することで重音節 kat., kon.を（二つの）軽音節 ka.tV., ko.nV.に変換で
きるようになる。
統率理論のもう一つの特徴は、個々の音がエレメントと呼ばれる独自の要素から構成されているという
点である。たとえば、kande「噛んで」の基底は ka.mV.te（Vは silent な母音）であるが、⑵に示すよう






鼻音であるCNas の｜PL｜は bilabial であり、阻害音であるCObs の｜PL｜は coronal ということになる。
｜edge｜は occlusion、すなわち閉鎖音を表し、mと tがこれに該当する。｜noise｜は voicelessness、す
なわち無声音を表し、tがこれに該当する。｜dip｜, ｜mass｜は母音にも子音にも与えられるエレメント



































































ば撥音便の例でもある。撥音便の最も特徴的な点は kamite, yomite の i が削除されることにある。実際多







⑸ a．イ音便 CV.CV ta → CVV. ta
ka. k i ka i.
b．撥音便 CV.CV ta → CVC. da









しかし、（5a）のイ音便に関してはこの方法は採れない。なぜなら、kaki+te の基底を kande と同様 kakV
+te（Vはエレメントをもたない母音）のように仮定すると、出力形 kaite の i がどこから発生したのか説
明できなくなるからである。基底でエレメントを含まない母音は出力形においてもエレメントを含まな









































で、PVではこのエレメントがCNas から CObs へと共有されることになる。
次に、｜nasal｜が CNas から CObs へと共有される要因を見てみよう。PA同様、ここでも音の構造とい





と呼ばれる。⑹においてCObs のほうが CNas より構造上強い位置にあるので、複雑性の条件を満たすため
には、CObs のほうが CNas よりもエレメント数において勝っていなければならない。7 そのための方法とし
て統率理論ではCNas がもつ｜nasal｜の共有ということを考える。基底の段階でCObs には｜nasal｜が含ま






















































音を含む、hasiQ.te「走って」や kaQ.ta「買った」（Qは促音）は統率理論では ha.si.QV.te, ka.QV.ta（Vはエレメントを
もたない母音）と解釈され、この中のQVt が領域に当たる。実際この領域内で tの｜PL｜はQと共有されるわけである
が（これを完全同化と言う）、Nasukawa 自身はこのQVt が領域であるとは言っていない。
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